様式第３号（共通）（第１２条１項・第２６条１項関係）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別紙１

　　年　　月　　日

豊橋技術科学大学長　殿

動物実験責任者

所属　　
氏名　　
実験完了報告書（兼）自己点検書
動物実験について、下記のとおり報告します。
	報告の内容（※１）
(該当項目をすべて■)
	□　動物実験の完了報告（完了時に提出）
□　動物実験の自己点検（完了時及び毎年４月に提出）

	研 究 課 題
	

	実験の実施期間
	　　年　　月　　～　　　　年　　月

	研究の結果

（自己点検書では

記入任意）
	□計画どおり実施　　□一部変更して実施　　□中止　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　）


	
	結果の概要（問題点、反省点もあれば記入）



	研究の成果

（予定を含む）

（自己点検書では

記入任意）
	（得られた業績、例：雑誌論文、図書、工業所有権などについて、著者名、論文標題、雑誌名、巻・号、発行年、頁、出版社などを記載、必要に応じて別紙に記載）



	使用した実験動物

（実験開始から今日まで）
	動 物 種
	系　統
	性　別
	匹　数
	微生物学的品質
	入手先（導入機関名）
	備　考

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	３

Ｒ
	動物の選択

(該当項目を■)
	使用した動物種は適正であったか。また、動物を適正に用いたか。

	
	
	· 適

□　不適→
	

	
	動物の削減

(該当項目を■)
	使用動物数（実験使用数及び繁殖数）の削減に努めたか。

	
	
	· 適

· 不適→
	

	
	動物の苦痛軽減

安楽死
(該当項目を■)
	動物の苦痛軽減、排除及び安楽死を適正に行ったか。

	
	
	· 適

□　不適→
	

	施設等の利用
	飼養使用保管施設及び実験室を適切に利用したか。

	
	· 適

□　不適→
	

	教育訓練
	動物実験実施者及び飼養者に教育訓練を行ったか。

	
	· 適

□　不適→
	

	動物死体の処理方法
(該当項目を■)
	· 外部業者に委託（業者名：　　　　　　　）
· その他（具体的に記入　　　　　　　　　）

	特記事項
	麻薬を使用したときは、麻薬研究者の免許証番号「　　　　　　　」




（※１）完了報告書は実験完了後に、自己点検書は毎年４月及び実験完了後に提出すること。
	動物実験等自己点検表

(該当項目を■)

	Ⅰ 動物実験の立案　※必須
	問題なし
	問題あり　

	1. 動物実験の必要性について
	□
	□

	2. 代替方法の有無について
	□
	□

	3. 科学的に意味のある実験かどうか
	□
	□

	4. 実験計画書の提出と承認が行われたか
	□
	□

	Ⅱ 教育訓練　※必須
	問題なし
	問題あり　

	1. 教育訓練の受講について
	□
	□

	2. 動物実験等教育訓練実施記録を提出したか
	□
	□

	Ⅲ 動物実験の実施　※実験を実施した場合
	問題なし
	問題あり　

	1. 使用数削減のため，動物種，数，品質，飼養条件を考慮し，実験動物を選択したか
	□
	□

	2. できる限り苦痛を与えない実験方法を選択したか
	□
	□

	3. 実験終了の時期（人道的エンドポイント）は適切か
	□
	□

	4. 適切な麻酔薬，鎮痛薬を利用したか
	□
	□

	Ⅳ 実験動物の飼育管理　※実験を実施した場合
	問題なし
	問題あり　

	1. 実験動物の導入に当たって，関連法令等に基づき適正に管理されている機関より導入したか。
	□
	□

	2. 実験動物の状態を，施設への導入時から不要時に至る期間にわたって観察したか
	□
	□

	3. 適切な給餌，給水等の飼育管理を行ったか
	□
	□

	4. 実験目的以外の傷害や疾病を予防するため，必要な健康管理を行ったか
	□
	□

	5. 実験動物の入手先，飼育履歴，病歴等に関する記録を整備，保存しているか
	□
	□

	Ⅴ 施設・安全管理　※必須
	問題なし
	問題あり　

	1. 学長の承認を得た施設で行ったか
	□
	□

	2. 適切に維持管理された施設及び設備を用いたか
	□
	□

	3. 実験動物に由来する疾病にかかることを防止する等，実験動物による人への危害防止に努めたか
	□
	□

	4. 動物実験等の実施や実験動物の飼養に関係のない者が実験動物等に接触しないように措置を講じたか
	□
	□

	5. 逸走した実験動物の捕獲の方法を定めたマニュアル等があるか
	□
	□

	6. 緊急時に執るべき措置のマニュアル等があるか
	□
	□

	Ⅵ 実験動物の処置　※実験を実施した場合
	問題なし
	問題あり　

	1. 不要となった動物を速やかにかつ苦痛を与えない方法により処分したか
	□
	□

	2. 処置後に動物の死を確認したか
	□
	□

	3. 動物の死体等を速やかに冷凍庫に保管する等，焼却処理までの適切な処置を講じ，悪臭の発生，病原体による環境汚染等の防止に努めたか
	□
	□

	Ⅶ 特に注意を払う必要のある場合　※必要に応じて
	問題なし
	問題あり　

	1. 検疫の実施について（必要な場合のみ）
	□
	□

	2. 隔離飼育について（必要な場合のみ）
	□
	□

	3. 飼養環境への順化・順応を図るための措置等を講じたか（必要な場合のみ）
	□
	□

	4. 実験動物に対し適切な治療等を行ったか（実験目的以外の傷害や疾病にかかった場合のみ）


	□
	□

	5. 実験動物に対し，その組み合わせを考慮した収容を行ったか（異種又は複数の実験動物を同一施設内で飼養，保管した場合のみ）
	□
	□

	6. 実験動物をなるべく短時間に輸送できる方法を採るなど，実験動物の健康及び安全の確保に努めたか（実験動物の輸送を行った場合のみ）
	□
	□

	7. 速やかに関係機関に連絡をしたか（人に危害を加える等の恐れのある実験動物が施設外に逸走した場合のみ）
	□
	□

	8. 実験動物の保護，実験動物の逸走による危害防止に努めたか（緊急事態が発生した場合のみ）
	□
	□

	9. 実験実施者の安全の確保及び健康保持について（物理的，化学的な材料若しくは病原体を取り扱う動物実験のみ）
	□
	□

	10.遺伝子組換え動物の逃走防止等に関して注意を払ったか（遺伝子組換え動物を用いる動物実験等，生態系に影響を及ぼす可能性のある動物実験等を実施した場合のみ）
	□
	□


（備考　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

